
開催日 9：00-10：40 10：50-12：30 13：30-15：10 15：20-17：00 17：10-18：50

6月9日（土） オリエンテーション
（熊野照久 [明大]）

電気自動車
（石田隆張 [明星大]）

6月16日（土） 競争環境下の電力システムの運用
（澤敏之 [日立製作所]）

競争環境下の電力システムの計画
（澤敏之 [日立製作所]）

エネルギー問題と再生可能エネ
ルギー（加藤政一 [東京電機大]）

再生可能電源導入可能量の確率的
評価（加藤政一 [東京電機大]）

6月23日（土） スマートグリッド
（山口順之 [東京理科大]）

Demand Response
（山口順之 [東京理科大]）

電力システムの自由化
（山口順之 [東京理科大]）

スマートメータ
（浦野昌一 [明大]）

6月30日（土） 風力発電予測
（飯坂達也 [富士電機]）

PMUの電力システムへの応用
（浦野昌一 [明大]）

電力システムのビックデータ解析
（森啓之 [明大]）

まとめとテスト・アンケート
（森啓之 [明大]）

講座１：電力系統解析に関する講義
日時：平成30年5月19日（土）～6月9日（土）　　場所：明治大学中野キャンパス

開催日 9：00-10：40 10：50-12：30 13：30-15：10 15：20-17：00 17：10-18：50

5月19日（土） オリエンテーション
（森啓之 [明大]）

配電システムの自動化1
（福山良和 [明大]）

配電システムの自動化２
（福山良和 [明大]）

送電システムの信頼度評価
（永田真幸 [電中研]）

5月26日（土） 電力システムの動態安定度
解析（熊野照久 [明大]）

電力システムの過渡安定度解析
（熊野照久 [明大]）

電力システムの状態推定
（田村滋 [明大]）

電力システムのセキュリティ
コントロール（田村滋 [明大]）

6月2日（土） 電力システムの電圧安定度解析
（伊庭健二 [明星大]）

電力システムの 経済負荷配分
（伊庭健二 [明星大]）

電力システムの発電機起動停止
問題（久保川淳司 [広島工大]）

電力システムの最適潮流計算
（久保川淳司 [広島工大]）

6月9日（土） 電力負荷予測
（飯坂達也 [富士電機]）

まとめとテスト・アンケート
（熊野照久 [明大]）

講座 2：最近の電力系統の技術に関する講義
日時：平成30年6月9日（土）～6月30日（土）　　場所：明治大学中野キャンパス

●　●　●　●　●　●　●　●　平成30年度寄附講座の実施概要　●　●　●　●　●　●　●　●

教育コンソーシアム
参加校募集
教育コンソーシアム
参加校募集 電気学会 東京支部電気学会 東京支部

電力システム関連講座 開講中！電力システム関連講座 開講中！

★ 電気学会東京支部では2009年に
　 『教育コンソーシアム』を設立し
　 寄附講座を開講しています

★ 電気学会東京支部では2009年に
　 『教育コンソーシアム』を設立し
　 寄附講座を開講しています

○大学院生に専門性の高い最先端の
　電気技術を学ぶ機会を提供します。
○教育コンソーシアム加盟大学の
　大学院生が対象です。

★ 参加校のメリットは？★ 参加校のメリットは？

○講師費用など，実施に関わる経費は
　電気学会が負担します。
○成績および単位の付与は，担当講師の
　評価を参加校へ提供し，参加校の規定
　により行います。
※現在，明治大学，明星大学，東京電機
　大学が参加しています。

★ 電力システム関連の２講座で
　 オムニバス形式の夏期集中講座です
★ 電力システム関連の２講座で
　 オムニバス形式の夏期集中講座です

○大学・研究所・企業の最新の電気技術
　それぞれの専門家が講師を務めます。
　 （システム製品開発に携わる企業経験者も参加）

○電力システムの理論～システム開発の
　実際まで，幅広い専門家から直接習得
　できる貴重な機会です。

参加条件
－東京支部と大学との間で教育コンソーシアム
　加盟の協定書を締結して頂きます。
－教育コンソーシアムの運営委員として1名選出し，
　講義テーマや講師選定等に関わって頂きます。

問い合わせ先
　一般社団法人電気学会 東京支部事務局
　Tel：03-3221-7312
　E-mail：tokyo-cp@iee.or.jp



受講生の声 ～講座後のアンケートより～受講生の声 ～講座後のアンケートより～

★ 講座１：電力系統解析に関する講義★ 講座１：電力系統解析に関する講義
・自分の専門分野ではなかったのですが，技術的な面から
　最近の事情まで多くの事を知られて良かったです。
　特に実際の企業の方々の話はとても興味深いものがありました。
・ほとんど知識がなかった私でも，難しく考えることが少なく，
　楽しく学ぶことができた。
・予想以上におもしろく，現場での話などきけたことが
　とても良かった。
・電力システムの中でも様々な研究がおこなわれているのが
　よくわかった。
・最適化問題や安定性について，現象数理学科で学ぶ数学的観点とは
　また違った観点で見ることが出来てよかった。

★ 講座 2：最近の電力系統の技術に関する講義★ 講座2：最近の電力系統の技術に関する講義
・通常の講義より深い分野を理解できた。
・あまり関心のなかった分野への興味関心を持てるようになった。
・新しい技術や出力変動抑制対策を知ることができ，勉強になった。
　大学の授業ではなかなか聞けないことも多く，貴重な体験ができた。
・現在の先端技術であったり，世の中の動向を知ることを期待して
　受講した。実際に期待していることが知れたように感じた。
・知識のない私でも分かりやすく，ためになる授業だと感じた。
・最新の電力系統について詳細な講義を期待した。素晴らしい
　講師の方々による明快な講義で，所望の内容であり，満足し，
　同時に大変勉強になりました。



電気学会東京支部電気工学教育コンソーシアム加盟に関する協定書（雛形）

電気工学分野の教育研究活動を活性化するため，電気学会東京支部は，電気学会東京支部電気工学教育コンソー
シアムを設立し，別紙の設立趣意書に賛同する大学（以下「加盟大学」という。）と本協定書を締結する。本教育
コンソーシアムは，加盟大学に対し，電気工学に関連する大学院向けの寄附講座を提供する。本教育コンソーシ
アムの運営は，電気学会東京支部及び加盟大学の担当者からなる教育コンソーシアム運営委員会（以下「運営委
員会」という。）が行い，本教育コンソーシアムの運営及び寄附講座の実施についての細則は，電気学会東京支部
及び教育コンソーシアム運営委員会において別に定める。

電気学会東京支部電気工学教育コンソーシアム加盟に関する協定書に基づき，本協定の加盟大学は，それぞれの
大学院の研究科において，本コンソーシアムの運営及び寄附講座の実施について，この細則により実施するもの
とする。

（教育コンソーシアム運営委員会）
　１．電気学会東京支部は教育コンソーシアム運営委員会を設置する。
　２．加盟大学は，運営委員会委員を１名選出する。
　３．運営委員会では，寄附講座に関する講義内容及び担当講師の選定を行う。
　　　なお，担当講師の選定にあたっては，大学院の講義担当であることを十分に配慮して行うものとする。
　４．当番大学を定め，各種会議及び寄附講座の実施などの世話を行う。

（寄附講座実施）
　５．寄附講座は当番大学の施設において，夏期休暇期間等を利用し，１講座２単位のオムニバス形式の
　　　集中講義として実施する。なお，教室手配等講義実施に必要な事項は当番大学において準備を行う。
　６．加盟大学は寄附講座に対応する大学院科目を設置し，その大学院科目のコーディネーターを選任する。
　７．当番大学は寄附講座に対応する大学院科目を設置するにあたり，当番大学が定める規定に従い，寄附講座
　　　担当講師の任用手続を行う。
　８．当番大学は寄附講座終了後，講義実施報告書を作成し運営委員会へ報告を行う。

（寄附講座の履修申込）
　９．履修申込は加盟大学が定める規定により行う。
１０．加盟大学において当該寄附講座の履修者があった場合，履修者名簿を運営委員会を通じて当番大学へ
　　　報告する。
１１．当番大学は，加盟大学より報告があった履修生の講義参加を認めるものとする。
１２．寄附講座受講にあたっての履修料は無料とする。

（成績の付与）
１３．成績及び単位の付与は加盟大学が定める規定より行う。
１４．採点表への評価の記載は素点により行う。
１５．当番大学は担当講師の評価を取りまとめ，加盟大学に通知する。

（開講期間）
１６．寄附講座の開講期間は，２００９年度からの第１期３年間，２０１２年度からの第２期３年間，２０１５
　　　年度からの第３期３年間に続いて，２０１８年度から第４期３年間継続するものとする。２０２１年度
　　　以降の継続については，２０２０年度の運営委員会において決定する。

（細則の改定）
１７．この細則の改定については，運営委員会において承認，決定する。

（経費）
１８．本コンソーシアムの運営及び寄附講座の実施にかかる経費については，電気学会東京支部が負担する。

（その他）
１９．この細則に定めのない事項については，運営委員会において承認，決定する。

「電気学会東京支部電気工学教育コンソーシアム」運営及び寄附講座実施に関する細則

参 考
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